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曽
於か
ら

た
の

空
と
大
地
の

あ
い
だ
を
辿
り
、

雄
大
な
自
然
に

抱
か
れ
る
。
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勇
壮
に
、
華
麗
に

と
き
に
ひ
っ
そ
り
と
ー
。

現
代
に
脈
々
と
息
づ
く
文
化
財
は

曽
於
市
の
宝
。

人
か
ら
人
へ
、
心
か
ら
心
へ
。

未
来
へ
伝
え
て
い
き
た
い
日
本
の

美
し
い
情
景
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 写真紹介

表紙：中岳ダム
２ページ：白鹿岳
３ページ：花房峡
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昭和63年（1988）３月23日指定　鹿児島県指定無形民俗文化財

岩川八幡神社
　岩川八幡神社は万寿２年（1025）、京都の石清水八幡宮より勧請。大正３年
（1914）現在地に移転。昭和13年（1938）社殿新築。平成４年（1992）、弥五郎
どんはスペインのバルセロナで行われた巨人万博に出展、名声を博した。祭

さいじん

神は、
応
おうじんてんのう

神天皇をはじめ、武
たけのうちのすくね

内宿禰、神
じんぐうこうごう

功皇后、玉
たまよりひめのみこと

依姫命、仲
ちゅうあいてんのう

哀天皇、天
あまてらすおおみかみ

照大神、
伊
いざなぎのみこと

邪那岐命、保
うけもちのかみ

食神。

岩
川
八
幡
神
社
の
弥
五
郎
ど
ん
祭
り
は
、

毎
年
11
月
３
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

南
九
州
の
八
幡
系
神
社
の
秋
祭
り
に
伝
え

ら
れ
る
大
人
人
形
行
事
の一つ
で
あ
る
。
養
老

４
年
（
７
２
０
）、
隼
人
の
抗
戦
を
朝
廷
軍

は
鎮
圧
し
た
が
、
こ
の
時
、
隼
人
の
戦
死
者

が
あ
ま
り
に
も
多
か
っ
た
の
で
慰
霊
の
た
め
放ほ

う

生じ
ょ
う

会え

を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
こ
の

行
事
は
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

饒じ
ょ
うを

祝
う
豊
祭
の
性
格
も

有
し
て
い
る
。

岩
川
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
弥
五
郎
ど
ん
は
、

神
幸
の
先
駆
露
払
い
、
す
な
わ
ち
先
導
者
を

現
し
た
も
の
で
、身
長
は
一
丈
六
尺（
４・
85
㍍
）

の
竹
籠
製
で
、
25
反
も
あ
る
梅
染
の
着
物
、

腰
に
は
長
さ
一
丈
四
尺（
４
・
24
㍍
）の
大
刀
、

九
尺
四
寸
の
小
刀
を
帯
び
、手
に
一
丈
三
尺
程

（
３
・
81
㍍
余
り
）の
鉾
を
持
ち
、
風
貌
猛
々

し
い
姿
で
あ
る
。

弥
五
郎
ど
ん
が
何
者
か
に
つ
い
て
は
様
々

な
説
が
あ
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
一
般
的
に

は
、
朝
廷
に
抵
抗
し
た
隼
人
族
の
首
領
と

も
、
朝
廷
側
の
武た

け

内う
ち
の

宿す
く

禰ね

と
も
言
わ
れ
て
い

る
。岩

川
八
幡
神
社
の
他
に
、
都
城
市
山
之

口
町
に
あ
る
的
野
正
八
幡
宮
と
日
南
市
飫
肥

の
田
ノ
上
八
幡
神
社
に
も
弥
五
郎
行
事
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

威
風
堂
々

 

弥や

五ご

郎ろ
う

ど
ん
祭ま

つ

り

文化
財
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流
鏑
馬
の
由
来
は
、
上
古
、
騎う
ま

射ゆ
み
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
武
芸

と
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
後
に
儀
式
化
し
て

祭
礼
の
奉
納
神
事
と
な
っ
て
い
く
。

　

末
吉
の
流
鏑
馬
に
つ
い
て
、
起
原
は
不
明

で
あ
る
が
、
薩
摩
藩
が
江
戸
時
代
後
期
に

編
纂
し
た
『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝
し
ょ
う

図ず

会え

』
に
記
録
が

み
ら
れ
る
。

　

現
在
は
、
毎
年
11
月
23
日
末
吉
豊
祭
の

日
に
住
吉
神
社
の
参
道
で
執
行
さ
れ
て
い

る
。
流
派
と
し
て
は
、
宮
崎
神
宮
の
小
笠

原
流
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
県
内
で
は
他
に
、
肝
付
町
新
富

四し

十じ
ゅ
う

九く

所し
ょ

神
社
、
日
置
市
吹
上
大お

お

汝な

牟む

遅ち

神
社
の
２
ヶ
所
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、参
道
を
鳥
居
か
ら
神
社
に
向
か
っ

て
約
３
０
０
メートル
馬
を
馳
せ
、
途
中
に
あ
る
３
ヶ

所
の
的
を
射
る
。
こ
れ
を
３
回
繰
り
返
す
。

当
た
り
的
は
縁
起
物
と
さ
れ
家
に
持
ち
帰
る

と
栄
え
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
矢
が
的
に
当
た

る
と
、
豊
年
と
い
わ
れ
る
。

住吉神社
長い階段を上ると大木がそびえ立ち、境内は厳かな空気が漂う。住
吉神社は郷

ごうしゃ

社であったが、昭和７年（1932）に県社へ昇格。祭
さいじん

神は
底
そこつつのおのみこと

筒男命、中
なかつつのおのみこと

筒男命、表
うわつつのおのみこと

筒男命。

豊年を感謝して

 住
すみ

吉
よし

神
じん

社
じゃ

の流
やぶさめ

鏑馬

文化
財

昭和56年（1981）３月27日指定　鹿児島県指定無形民俗文化財7 6
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都
城
市
と
接
す
る
山
地
を
取
り
巻

く
狭
い
台
地
の
末
端
部
分
に
あ
り
、

入
口
の
広
さ
13
・
８
㍍
、
高
さ
８・６
㍍
、
全

長
２
２
４
㍍
の
大
規
模
な
洞
穴
で
あ
る
。
洞

穴
は
約
２
万
９
千
年
前
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
か

ら
噴
出
し
た
入い

戸と

火か

砕さ
い

流り
ゅ
うの
溶よ
う

結け
つ

凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の
中
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
雨
水
が
シ
ラ
ス
と

降
下
軽
石
層
の
間
に
染
み
込
み
、
シ
ラ
ス
や

軽
石
を
外
に
運
び
去
っ
て
、
除
々
に
空
洞
が

拡
大
さ
れ
、
現
在
の
大
き
さ
に
な
っ
た
。

洞
穴
内
部
は
、
幅
の
広
い
箇
所
で
40
㍍
、

狭
い
箇
所
で
15
㍍
、
天
井
は
ア
ー
チ
型
に
な
っ

て
お
り
、
入
口
か
ら
60
㍍
付
近
ま
で
は
北
40

度
西
の
方
向
へ
の
び
、
そ
の
後
１
２
０
㍍
付
近

ま
で
は
北
方
向
へ
の
び
て
い
る
。
続
い
て
西
方

向
へ
の
び
１
７
０
㍍
付
近
ま
で
進
む
と
、
再
び

北
40
度
西
方
向
と
な
る
。
２
０
０
㍍
付
近
に

は
膳ぜ

ん
棚だ
な
と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
所
が
あ
る
。

な
お
溝
ノ
口
洞
穴
は
、
溶
結
凝
灰
岩
洞
と

し
て
最
長
で
あ
る
こ
と
や
、
自
然
が
保
持
さ

れ
形
成
過
程
が
よ
く
観
察
で
き
る
等
の
理
由

で
、
平
成
25
年
８
月
に
日
本
百
名
洞
の
一つ

に
選
出
さ
れ
た
。

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
に
近
い
日
曜
日
に
は
、

洞
穴
の
前
で
地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
岩
穴
祭

り
が
行
わ
れ
、
奴

や
っ
こ

踊お
ど

り
や
棒
踊
り
、
刀
踊

り
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

数
千
年
の
長
い
年
月
を
か
け
て
作
ら
れ
た

溝み
ぞ

ノの

口く
ち

洞ど
う

穴け
つ

溝ノ口岩穴祭り
毎年４月８日（釈迦生誕の日）に近

い日曜日、洞穴で溝ノ口岩穴祭り
が行われる。このお祭りでは、奴

やっこ

踊
おど

りや棒踊り、刀踊り（棒踊りと刀
踊りは隔年奉納）が洞穴の入口に祀
られている岩穴観音へ奉納される。
これらの踊りの中でも奴踊りの

歴史は古く、島津藩が戦勝祝いと
して始められたものが発祥とされ、
戦勝を祝うとともに、士気を鼓舞す
る姿が勇壮。現在は郷土教育の一
環として財部の中谷小学校児童に
よって継承されている。

昭和30年（1955）１月14日指定　鹿児島県指定天然記念物

文化
財
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熊野神社
鬼追いの行われる熊野神社に

は五輪塔があり、鬼が縦横無尽
に駆け巡る参道には、昔、光明
寺にあった仁王像が二体鎮座し
ている。大きな仁王は本尊を守
護する役割がある。
祭神は国

くにとこたちのみこと

常立命、伊
いざな ぎ の み こ と

邪那岐命、
伊
いざ な み の み こ と

邪那美命。

平成６年（1994）３月16日指定　鹿児島県指定無形民俗文化財

毎
年
１
月
７
日
夜
に
深
川
熊
野
神
社

領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
鬼
追
い
は

か
つ
て
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
行
事

で
あ
っ
た
。
廃は
い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くに
よ
り
廃
寺
と
な
り

途
絶
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
悪
疫
が
付
近
に
流

行
し
た
た
め
、
地
元
の
青
年
た
ち
に
よ
り
熊

野
神
社
境
内
で
再
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鬼
追
い
の
民
俗
学
的
重
要
性
と
し
て
、
次

に
示
す
要
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
元

は
光
明
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
行
事
で
あ

る
修し

ゅ

正し
ょ
う

会え

と
解
釈
で
き
る
。
修
正
会
と
は

毎
年
正
月
に
仏
に
罪
を
懺ざ
ん

悔げ

し
て
、
国
家

安
泰
や
五
穀
成
就
を
祈
る
法ほ

う

会え

の
こ
と
で
あ

る
。
大
分
県
国
東
半
島
で
も
同
じ
よ
う
に
鬼

が
修
正
会
に
登
場
す
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。

第
二
に
深
川
の
鬼
は
「
招

し
ょ
う

福ふ
く

除じ
ょ

災さ
い

の
鬼
」

で
あ
る
。
こ
の
鬼
は
、
歳
と
歳
の
節
目
の
初

春
を
寿

こ
と
ほ
ぐ
「
神
ま
れ
人
」
と
し
て
、
幸
福
を

招
来
す
る
日
本
古
来
の
神
思
想
を
混
合
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鬼が暗闇を縦横無尽に駆け巡る

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

の鬼
おに

追
お

い
文化
財

仁王像
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投
谷
八
幡
宮
は
、
大
谷
宮
ヶ
原
に
鎮
座

し
て
い
る
。
大
隅
正
八
幡
宮（
鹿
児

島
神
宮
）の
別
宮
で
、
神
領
の
四
方
境
目
に

立
つ
神
社
で
あ
り
、
東
の
境
に
位
置
し
て
い

る
。
そ
の
創
建
は
和
銅
元
年（
７
０
８
）と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

本
殿
は
、
正
面
三
間
側
面
二
間
の
流
造

で
、
本
殿
横
の
四し

所し
ょ

宮
・
地じ

主し
ゅ

社
は
同
形
同

大
の
見
世
棚
造
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
大
隅
半
島
の
地
域
的
特
徴
を

示
し
た
造
り
で
あ
る
。
ま
た
建
築
・
修
理

の
年
号
等
が
記
さ
れ
た
棟
札
・
妻
板
が
良

好
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
本
殿
は
延
享
５
年

（
１
７
４
８
）、
四
所
宮
・
地
主
社
は
万
治

３
年
（
１
６
６
０
）の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

島
津
氏
に
も
手
厚
く
遇
さ
れ
て
お
り
、
慶

長
７
年
（
１
６
０
２
）
の
島
津
龍
伯
・
忠

恒
ら
に
よ
る
懐
紙
・
短
冊
や
、
文
化
５
年

（
１
８
０
８
）
の
島
津
斉
宣
に
よ
る
短
冊
が

残
っ
て
い
る
。

毎
年
、
お
田
植
え
祭
や
茅
の
輪
く
ぐ
り
、

王
子
神
幸
等
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
、
王
子
神
幸
は
弥
五
郎
ど
ん
の
浜
下

り
の
祖
形
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
関
係

が
注
目
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
。

平成15年（2003）４月22日指定　
鹿児島県指定有形文化財

大
隅
正
八
幡
の
別
宮

投な
げ

谷た
に

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

文化
財

末社（四所宮、地主社）
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観
光

財
部

美
し
い
森
と
渓
谷
、

心
地
よ
い
湯
に
華
や
か
な
祭
、

そ
し
て
人
の
温
か
さ
。

歴
史
が
そ
っ
と
語
り
か
け

五
感
を
ぐ
っ
と
呼
び
覚
ま
す
。

さ
あ
、
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

そ
お
を
感
じ
る
旅
へ
。

悠
久
を
感
じ
る

悠
久
の
時
の
流
れ
に
身
を
任
せ
ゆ
っ
た
り
め
ぐ
る
曽
於
路

五
感
の

そ
お
旅

た
び

緑
と
き
ら
め
き
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
の
森
を
今
後

永
久
に
伐
採
せ
ず
、
子
孫
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
条
例

で
制
定
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
四
季
折
々
の
森
の
恵
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
14
年
に
は
、全
国
遊
歩
百
選
の
森
に
認
定
さ
れ
、

毎
年
秋
に
、曽
於
市
悠
久
の
森
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
。
秋
の
美
し
い
紅
葉
と
と
も
に
往
復
7
㌔
の
道
の

り
を
じ
っ
く
り
歩
く
と
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ
ぷ
り
の
こ

の
森
に
癒
さ
れ
る
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
。

悠
久
の
森

15 14

五感旅そお の



観
光

観
光 桐

原
の
滝

三
連
轟

大
川
原
峡財部

大
川
原
峡
に
は
大
小
の
岩
が
2
㌔
余
り
続
く
美
し
い
渓

谷
が
あ
り
、
夏
場
に
な
る
と
涼
を
求
め
て
多
く
の
人
々

で
賑
わ
う
。
ま
た
、
キ
ャン
プ
場
が
整
備
さ
れ
、
バン
ガ
ロ
ー
や
テ

ン
ト
な
ど
も
完
備
。
８
月
に
は
清
流
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
捕
り
な
ど
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
う
。

ま
た
、大
川
原
峡
の
近
く
に
は
桐
原
の
滝
と
三
連
轟

が
あ
り
、流
れ
落
ち
る
し
ぶ
き
が
光
の
加
減
で
虹
の
ア
ー

チ
を
か
け
、美
し
い
自
然
美
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

花
房
峡
は
、
曽
於
市
の
東
に
位
置
し
、
安
楽
川
渓
谷

と
大
八
重
国
有
林
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
こ
は
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
を
通
じ
て
山
菜
、
薬
草
な
ど
が
豊

富
に
あ
る
。
風
光
明
媚
な
安
楽
川
両
岸
の
渓
谷
林
は
照
葉
樹

の
原
生
林
。
シ
ダ
、
コ
ケ
類
が
数
多
く
自
生
し
、
学
術
的
に

も
大
変
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

花
房
峡
憩
い
の
森
に
は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
照

葉
樹
林
を
散
策
で
き
る
遊
歩
道
も
あ
り
、
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
せ
る
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

花
房
峡
憩
い
の
森
末
吉

桐原の滝

三連轟大川原峡
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大淀川源流点

鹿
児
島
特
有
の
保
水
性
に
乏
し
い
シ
ラ
ス
台
地
に
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る

た
め
昭
和
59
年
に
着
工
。
平
成
18
年
に
は
主
要
工
事
が
完

了
し
た
。
高
さ
70
㍍
、
長
さ
3
1
2
㍍
、
有
効
貯
水
量

４
２
５
万
㎥
を
誇
る
中
心
遮
水
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と
し
て

完
成
。
曽
於
市
や
志
布
志
市
の
3
1
3
0
㌶
の
畑
地
を

潤
し
て
お
り
、
日
本
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
飛
躍
的

な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中
岳
ダ
ム
末
吉

谷
川
内
ダ
ム
は
用
水
の
安
定
供
給
に
よ
る
農
業
生

産
性
の
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
平
成
８
年
か
ら
着
工
。
平
成
25
年
に
主
要
工
事
が
完

了
し
た
。
高
さ
58.
5
㍍
、
長
さ
２
２
２
㍍
、
有
効
貯
水

量
１
９
２
万
㎥
。
就
業
人
口
の
約
３
割
が
従
事
す
る
農

業
は
曽
於
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、今
後
も
谷
川
内
ダ

ム
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

谷
川
内
ダ
ム
財
部

大
淀
川
源
流
点
末
吉

宮
崎
市
ま
で
流
れ
太
平
洋
へ
と
注
ぐ
大
淀
川
の
源
流
点

は
曽
於
市
の
東
部
、
末
吉
の
中
岳
に
あ
る
。

　

中
岳
ダ
ム
の
管
理
棟
か
ら
車
で
約
10
分
。
そ
の
源
流
は
ひ
っ

そ
り
と
し
た
山
奥
の
中
、
澄
み
切
っ
た
清
ら
か
な
水
が
脈
々
と

湧
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
は
小
さ
な
沢
か
ら
や
が
て
小
川

と
な
り
川
へ
た
ど
り
つ
く
。
は
る
か
昔
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
命

や
大
地
を
育
み
、
こ
の
地
に
豊
富
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

そ
こ
に
息
づ
く
人
々
に
潤
い
を
与
え
な
が
ら
、
全
て
を
包
み
込

む
生
命
の
源
の
流
れ
は
こ
れ
か
ら
も
絶
え
間
な
く
続
い
て
い
く
。

岩
屋
観
音
は
大
隅
の
大
鳥
川
に
面
し
た
絶
壁
の
岩
屋

の
中
に
あ
り
、
文
明
18
年（
１
４
８
６
）
ご
ろ
開
山
さ

れ
た
と
い
う
。
岩
屋
の
上
に「
南
無
正
観
世
音
菩
薩
行
仙
書
」

「
霊
岩
山
仙
遊
寺
令
菓
叟
」の
文
字
や
雲
龍
、
矛
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
開
山
当
時
は
、
聖
観
音
信
仰
で
あ
っ
た
が
、
本
尊

の
聖
観
音
は
廃
仏
毀
釈
の
際
に
破
壊
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
現

在
の
本
尊
は
、
吉
田
大
明
一
圓
の
刻
ん
だ
長
谷
寺
式
十
一
面
観

岩
屋
観
音
大
隅

音
菩
薩
で
手
に
錫

し
ゃ
く

杖じ
ょ
うを

持
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

　

ま
た
、
岩
屋
観
音
に
並
ぶ
よ
う
に
吉
田
大
明
一
圓
の
刻
ん
だ

普
賢
尊
大
菩
薩
像
や
善
光
寺
式
三
尊
像
が
あ
り
、
阿
弥
陀

仏
像
の
前
の
自
然
石
は
一
圓
の
墓
と
な
っ
て
い
る
。

観
光

観
光
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FM 開局記念式典

観
光

じ

を
感
る

癒
や
し

メセナ住吉交流センター…末吉
　メセナ住吉交流センターは、地下1600㍍から湧出するアルカリ性単純温泉。施
設内には、曽於市の特産物を販売する売店や食堂（レストランそお）、無料休憩所
などがある。また、宿泊棟やバンガローなどもあり、宿泊も可能。
メセナ住吉交流センター
【�入浴料】中学生以上330円／ 70歳以上・小学生220円
【休館日】毎月第1・3月曜日（祝日の場合は翌日）   【営業時間】午前5時30分〜午後10時
【お問い合わせ】TEL 0986-76-7898

美
し
き
森
を
巡
り
、
自
然
に
培
わ
れ
た
恵
み
の
湯
に

ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
伸
ば
せ
ば
、
心
の
底
か
ら

癒
さ
れ
て
、
と
き
ほ
ぐ
さ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

財部温泉健康センター…財部
　財部温泉健康センターは、地下約1700㍍から
湧き出るナトリウム炭酸水素塩温泉で美人湯と
して親しまれている。
　渦を巻く渦流浴、遠赤外線サウナなどがあり、
無料休憩所やお食事コーナー、特産品を販売す
る売店などを完備。ゆっくりとくつろぐことが
できる。

財部温泉健康センター
【入浴料】一般330円/小・中学生220円
【休館日】毎月第2・4月曜日  【営業時間】午前9時〜午後10時
【お問い合わせ】TEL 0986-72-3553

健康ふれあい館…大隅
　道の駅おおすみ弥五郎伝説の里の健康ふれあ
い館にある「弥五郎の湯」は、大・小浴場、岩風
呂などがあり、無料休憩所や特産品を購入でき
る売店なども完備。また、健康ふれあい館とつ
ながっている弥五郎まつり館では、実物大の弥
五郎どんにいつでも会うことができる。

健康ふれあい館　【入浴料】中学生以上330円/小学生110円  
弥五郎まつり館　無料
【休館日】毎月第2・4木曜日
【営業時間】夏期（7 〜 9月）午前9時〜午後9時/通常期（10月〜 6月）午前9時〜午後8時
【お問い合わせ】TEL 099-482-0080

曽於市公認キャラクター 

鹿児島県曽於市に突然現れたそお星人。
曽於のあまりの美しさと食べ物の美味し
さに星に帰るのも忘れて曽於に居ついて
しまったんだとか。

出身地：はるか宇宙のかなたに
　　　　ある「そお星」
身　長：200センチメートル
体　重：90キログラム
性　格：いたって朗らかで元気
好きな食べ物：そお市の特産品

そお星人の
プロフィール

暗いところで
アンテナがピカピカ光る

表面は
ぷにゅぷにゅの肌触り
ダンスも踊れるよ！

曽於市にソーセージ
みたいな宇宙人が
やってきた ?!

2015 年７月曽於市 10周年記念式
典から公認イメージキャラクターと
なった。以来、県内外問わず曽於市
の PRに奔走している。

LINEスタンプも販売中！
https://store.line.me/stickershop/
product/1218154/ja

SOO MOVIE にも登場します！
https://www.city.soo.kagoshima.jp/kankou_
event/movie/index.html

曽於市の魅力を動画でお届け！

春の交通安全週間出発式

サマーフェスタ

さまざまな
イベントで
活躍中！
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大隅総合
運動公園

至末吉

269

曽於警察署

JAそお

ハローワーク
大隅

岩川
郵便局

大隅文化会館

曽於市
大隅支所

大隅地域振興局
曽於庁舎

曽於消防署

至 鹿屋市

至 鹿屋市

道の駅おおすみ
弥五郎伝説の里

至 志布志市至 霧島市

東
九
州
自
動
車
道

曽於弥五郎IC

岩川小学校

　

国
道
2
6
9
号
沿
い
に
あ
る
広
さ
20

㌶
と
い
う
広
大
な
敷
地
を
誇
る
道
の
駅

お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説
の
里
に
は
、
特

産
品
販
売
所
の
農
土
家
市
、
憩
い
の
広

場
、
芝
生
の
広
場
、
遊
具
コ
ー
ナ
ー
の

ほ
か
、
実
物
大
の
弥
五
郎
ど
ん
が
展
示

さ
れ
て
い
る
弥
五
郎
ま
つ
り
館
な
ど
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
ふ
れ
あ
い
館
の「
弥
五

郎
の
湯
」
は
、
大
・
小
浴
場
や
岩
風
呂

を
完
備
。
敷
地
内
は
自
然
の
森
を
そ

の
ま
ま
生
か
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
お

り
、
植
栽
さ
れ
た
約
２
０
０
０
本
の
桜

が
見
頃
を
迎
え
る
と
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
で
賑
わ
う
。

【営業時間・休館日のご案内】黒豚料理やごろう亭
平日  午前11時〜午後３時
平日の夜は予約のみ
土・日・祝
午前11時〜午後３時
午後５時〜午後８時
1月1日は休館
TEL 099-482-5856

黒豚料理やごろう亭
　隣接している「黒豚料理やごろう亭」では、自社農
場で丹精こめて育てたこだわりの黒豚を使用し、素
材の美味しさを生かした料理を提供している。

やごろう農
の

土
ど

家
か

市
い ち

　朝どれ新鮮野菜やこだわりの黒豚、各種加工品を
提供中。また、夏になると糖度11度以上を誇る「やご
ろうスイカ」や秋冬には国の指定野菜産地になってい
る「白菜」など旬の食材の宝庫。
【営業時間・休館日のご案内】やごろう農土家市
午前9時〜午後６時30分　
不定休  １月１日は休館
TEL 099-482-5666

朝
ど
れ
野
菜
、
こ
だ
わ
り
黒
豚
、
旬
の
味
覚
に
手
作
り
の
味
。

大
地
の
恵
み
の
お
い
し
さ
に
心
が
躍
る
。

お
お
す
み
、
す
え
よ
し
、
た
か
ら
べ
と
曽
於
市
自
慢
の

３
つ
の
駅
が
地
元
の
魅
力
を
い
っ
ぱ
い
並
べ
、

い
つ
も
笑
顔
で
待
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
お
お
す
み

弥や

五ご

郎ろ

う

伝
説
の
里

旬

じ

を
感
る

大
隅

道の
駅

23 22

五感旅そお の



東九州自動車道

曽
於
北部広域農道

JAそお
諏訪事業所

内村
工業団地

末吉財部IC

至 霧島市

至 財部

至 志布志市

至 末吉市街地

至 都城市

道の駅すえよし
（四季祭市場）

10

四
し

季
き

祭
さ い

市場
　地元農家の皆さんで構成されている「出荷者協議会」が
提供する野菜や各種加工品には、生産者の名前が書かれ、
安価で安心・安全な曽於市の特産品を手にすることがで
きる。季節の旬のものが並び、黒毛和牛、黒豚の計り売
りをする直売コーナーも設置。
【営業時間・休館日のご案内】四季祭市場
午前9時〜午後6時まで
1月1日、4月、7月、10月の第1水曜日は休館
TEL 0986-79-1900

【営業時間・休館日のご案内】レストラン四季祭
午前11時〜午後3時　午後6時〜午後9時
1月1日、4月、7月、10月の第1水曜日は休館
TEL 0986-79-1900

レストラン四季祭
　ランチタイムは、地元産の安心・安全な食材をふんだ
んに使用した豊富な種類の料理をバイキング形式で提供
中。夜になると一転して、黒豚しゃぶしゃぶのほか、多
くのメニューの中から、曽於市の大地の恵みを堪能する
ことができる。

　

国
道
10
号
沿
い
に
あ
る
道
の
駅
す
え
よ

し（
四
季
祭
市
場
）
は
、
平
成
17
年
12
月

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。

　

末
吉
の
特
産
品
で
あ
る
ユ
ズ
や
ユ
ズ
を

使
用
し
た
加
工
品
、
黒
豚
、
黒
毛
和
牛
の

直
売
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
季
節
の
朝
ど

れ
新
鮮
野
菜
、各
種
加
工
品
が
目
白
押
し
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
四
季

祭
が
あ
り
、
ラ
ン
チ
の
バ
イ
キ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
や
黒
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
大

好
評
。

道の
駅旬 じを感る

道の駅すえよし 末吉
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道の
駅

道の駅たからべ
（きらら館）

財部駅

至 都城市財部交番

曽於市
財部支所

財部きらめきセンター
財部中央公民館
郷土館

JAそお
財部支店

児童公園

財部小学校
至 霧島市

至 霧島市

至 末吉

至 都城市
ＪＲ日豊本線

財部郵便局

2

482

鹿児島銀行
財部支店

旬

じ

を
感
る

道
の
駅
た
か
ら
べ

精米コーナー
　きらら館の中には、財部のおいしく冷たい湧水、澄
んだ空気、豊かな自然の中で育まれたお米をモミで販
売し、その場で精米ができる「精米コーナー」が設置
されている。つきたてのお米を炊くと、とてもおいし
いと好評で、リピーターが続出の人気コーナーとなっ
ている。

　

県
道
2
号
沿
い
に
あ
る
道
の
駅
た
か
ら

べ（
き
ら
ら
館
）
は
、
地
元
の
出
荷
者
協

議
会
の
方
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
新
鮮

野
菜
や
各
種
加
工
品
の
宝
庫
に
な
っ
て
い

る
。

　

施
設
内
に
は
、
つ
き
た
て
の
お
米
を
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
精
米
コ
ー
ナ
ー
や

絵
画
、
陶
芸
、
作
文
な
ど
力
作
が
展
示
さ

れ
て
い
る
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
黒
豚
料
理
を
メ
イ
ン
に
提

供
中
。

レストランきらら
　道の駅たからべ（きらら館）には、「レストランきら
ら」があり、黒豚料理をメインに各種定食を提供中。
中でも黒豚ナンコツ味噌煮丼は大好評。日替わりのワ
ンコインランチも人気となっている。
【営業時間・休館日のご案内】
レストランきらら
午前11時〜午後4時
1月・4月・7月・10月の1日は休館
TEL 0986-28-5666

財
部

【営業時間・休館日のご案内】
道の駅たからべ（きらら館）
午前9時〜午後6時まで
1月・4月・7月・10月の1日は休館
TEL 0986-28-5666
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　鹿児島県は全国屈指の畜産県であり、なかでも肉質に優
れた黒毛和牛の飼養頭数は全国の18.9％を占め、全国１位
となっている（平成27年２月１日現在）。曽於市も畜産業が
盛んで、各方面から高い評価を得ている。

黒毛和牛

曽於市ブランド認証品 曽
於
市
の

特
産
品

食
じ

を
感
る

食

曽
於
市
の
自
然
と
人
が

丁
寧
に
つ
く
り
あ
げ
た
自
慢
の
味
は

曽
於
市
の「
元
気
」が
溢
れ
て
い
ま
す

ゆず
　九州一の生産面積を誇る
曽於市の柚子。南国の太陽
をふんだんに浴びて育った
柚子は、いろいろな加工品
として出荷されている。収
穫時 11月頃になると、あ
ちこちから柚子特有の柑橘
系の香りが漂ってくる。

ゆず揚げせん

㈱メセナ食彩センター

柚子最中

㈲川畑菓子舗

ゆず
ノンオイル
ドレッシング

㈱メセナ食彩
センター

ゆず
ドリンク

㈱メセナ食彩
センター

ゆず吉くん

㈱メセナ食彩センター

ゆず吉くん（塩入り）

㈱メセナ食彩センター

鬼神太鼓
ロースハム

㈱ナンチク

黒豚炭火焼豚

㈱ナンチク

黒豚粗挽きウインナー

㈱ナンチク

鹿児島黒牛

㈱ナンチク

曽於和牛

日本ハム㈱

曽於さくら牛

㈱福永産業

曽於のとこ豚ぎょうざ

そお鹿児島農業協同組合

一ぷくめし

㈱GR

冷凍焼き芋（わたしのお芋さま）

㈱吉川農園

薩摩鴨

日本有機㈱

青ゆずこしょう

㈱メセナ食彩センター

黒豚餃子

㈱ナンチク

かごしま黒豚

㈱ナンチク

天恵美豚

㈱ナンチク

やごろう豚
ど ん

OX

㈲大成畜産

やごろう豚
ど ん

㈲大成畜産

　畜産王国、鹿児島の誇る、
日本のトップブランド鹿児
島黒豚は、とても柔らかく
嚙みしめるたびに口いっぱ
いに甘みが広がる。

黒豚
　曽於市はお茶栽培の気候
に適した環境で、大型の茶
工場や個人経営の茶工場で
普通煎茶、深蒸し煎茶等、
それぞれに、こだわった生
産が行われている。

お　茶
　焼酎の原材料でもあり、
昔から多くの農家が生産し
ている。安心・安全な食用
の甘くて美味しい、こだわ
りの芋を生産する農家も増
えている。

さつまいも

お茶丸ボーロ

㈲川畑菓子舗

ゆずゼリー

㈱メセナ食彩センター

ゆずごま
ドレッシング

㈱メセナ食彩
センター

しいたけ
　傘の部分は肉厚・ジュー
シーで甘みがあり、軸の部
分も柔らかく、マイルドな
口当たりとなめらかな舌触
りが特徴。

お米
　食べる機会が多いお米だ
からこそ１粒１粒丁寧に作
り上げられている。

白菜
　ゆず風味の漬物はもちろ
ん、冬には豚肉を間に挟ん
で煮込む「豚肉と白菜のミ
ルフィーユ鍋」などが美味
しい。

　鹿児島県曽於市では、市内で生産される原料で製造された加工品
や畜産物を厳正な審査により曽於市ブランド認証品として認定し、安
心・安全な食品として消費者の皆様に提供している。
　これらの認証品は、曽於市が自信を持って消費者に紹介できる商品。

（平成29年11月30日現在）
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10

悠久の森悠久の森

大川原峡キャンプ場大川原峡キャンプ場
桐原の滝桐原の滝

三連轟三連轟

白鹿岳白鹿岳

たからべたからべ

すえよしすえよし

霧島市霧島市

鹿屋市鹿屋市

志布志市志布志市

宮崎県
都城市
宮崎県
都城市

宮崎県　都城市宮崎県　都城市

おおすみおおすみ

日光神社日光神社

道の駅おおすみ
弥五郎伝説の里
（健康ふれあい館）

道の駅おおすみ
弥五郎伝説の里
（健康ふれあい館）

道の駅すえよし
(四季祭市場）
曽於市観光特産
開発センター

道の駅すえよし
(四季祭市場）
曽於市観光特産
開発センター

道の駅たからべ
(きらら館）
道の駅たからべ
(きらら館）

中岳ダム
大淀川源流点
中岳ダム
大淀川源流点

花房峡憩いの森
安楽川渓谷
花房峡憩いの森
安楽川渓谷

熊野神社熊野神社

住吉神社住吉神社

岩川八幡神社岩川八幡神社

投谷八幡宮投谷八幡宮

岩屋観音岩屋観音

澤田神社澤田神社
財部温泉
健康センター
財部温泉
健康センター

メセナ住吉交流センターメセナ住吉交流センター

曽於市役所
財部支所
曽於市役所
財部支所

曽於市役所
本庁

曽於市役所
本庁

曽於市役所
大隅支所
曽於市役所
大隅支所

末吉財部 IC末吉財部 IC

東九州自動車道
東九州自動車道

曽於弥五郎 IC曽於弥五郎 IC

笠之原 IC笠之原 IC

溝ノ口洞穴溝ノ口洞穴

大隅大川原駅大隅大川原駅

北俣駅北俣駅

財部駅財部駅
谷川内ダム谷川内ダム

高速道路
国道
県道
広域農道

高速道路
国道
県道
広域農道

高

　
　
　標
高

　
　
　低

高

　
　
　標
高

　
　
　低

文化財
観光
観光（湯処）
道の駅

位置及び地勢

　本市は、鹿児島県の東部を形成する大隅半島の
北部に位置し、東側で宮崎県都城市、南側で志布
志市・曽於郡大崎町、南西側で鹿屋市、北西側で
霧島市に接しています。
　形状は「ト」の字形であり、面積は390.11k㎡で、
鹿児島県の総面積9,188.10k㎡の4.2％を占めて
います。
　本市の北西部は、宮崎市の中心を流れ太平洋に
注ぐ大淀川の支流域に開け、都城盆地の一角をな
し、南部は菱田川流域に広がる地域となっており、
全体的に起伏の多い台地となっています。

　自然的には高千穂の峰をはじめとする霧島山系
を仰ぎながら、白鹿岳・高之峯や、大川原峡・花
房峡・大鳥峡といった風光明媚な景観地などすば
らしい自然に恵まれています。
　現在の本市における土地の利用状況は、山林が
総面積の約60％、耕地が約20％を占め、地質の
大部分がシラスやボラなどの火山灰土壌です。本
市の地質であるシラスやボラは、その地質に合わ
せた独自の農業の発展につながった一方で、豪雨
時には土砂の崩壊などによる被害が多くなってい
ます。

曽於市へのごあんない

末吉財部インターチェンジ

曽於弥五郎インターチェンジ

Information

MAP

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

宮崎空港宮崎空港

九
州
自
動
車
道

九
州
自
動
車
道

九
州
新
幹
線

九
州
新
幹
線

宮崎自動車道

宮崎自動車道

東九州自動車道

東九州自動車道

東
九
州
自
動
車
道

東
九
州
自
動
車
道

南九州自動車道南九州自動車道

九州自動車道九州自動車道

鹿児島空港鹿児島空港

加治木 JCT加治木 JCT

えびの JCTえびの JCT

清武 JCT清武 JCT

西都IC西都IC

高鍋IC高鍋IC

清武IC清武IC

北郷IC北郷IC

日南IC日南IC

宮崎 IC宮崎 IC

鹿児島 IC鹿児島 IC

市来IC市来IC

頴娃IC頴娃IC

末吉財部 IC末吉財部 IC 梅北IC梅北IC

末吉IC末吉IC

平塚IC平塚IC

有明東IC有明東IC
志布志港志布志港

都城 IC都城 IC

曽於弥五郎 IC曽於弥五郎 IC

野方IC野方IC

鹿屋串良JCT鹿屋串良JCT

笠之原 IC笠之原 IC

大崎IC大崎IC東原IC東原IC
細山田IC細山田IC

都
城
志
布
志
道
路

都
城
志
布
志
道
路

一
ツ
葉
有
料
道
路

一
ツ
葉
有
料
道
路

鹿児島中央駅鹿児島中央駅

財部駅財部駅

西都城駅西都城駅

鹿児島市鹿児島市

薩摩川内市薩摩川内市

川内道路川内道路

えびの市えびの市

都城市都城市

伊佐市伊佐市

日南市日南市

串間市串間市

指宿市指宿市枕崎市枕崎市

志布志市志布志市

大阪へ大阪へ

曽於市曽於市

鹿児島鹿児島
宮崎宮崎

熊本熊本

宮崎市宮崎市

鹿屋市鹿屋市

溝辺
鹿児島
空港 IC

溝辺
鹿児島
空港 IC

宮崎駅宮崎駅
南宮崎駅南宮崎駅

指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

１０

１０
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3

3

223

221

221

265

219

268

268

447

328

268 267

269

269

269

226

226

225

270

267

222
220

220

448

448

220
504

504

504

224

鹿児島県鹿児島県
宮崎県宮崎県

沖縄県沖縄県

熊本県熊本県

大分県大分県

福岡県福岡県

佐賀県佐賀県

長崎県長崎県

鹿児島市内から 所要時間

鹿児島市　　　曽於市 約2時間

鹿児島IC　　　末吉財部IC　　　曽於市 約1.5時間

鹿児島中央駅　　　財部駅 約1.5時間

鹿児島中央駅　　　西都城駅　　　末吉　　　大隅 約2時間

宮崎空港から 所要時間

　　　南宮崎駅　　　西都城駅　　　財部駅 約1.5時間

　　　西都城駅　　　財部駅 約1.5時間

　　　西都城駅　　　末吉　　　大隅 約2時間

鹿児島空港から 所要時間

溝辺鹿児島空港IC　　　末吉財部IC　　　曽於市 約50分

鹿児島空港　　　曽於市 約１時間

　　　国分駅　　　財部駅 約１時間

　　　国分駅　　　西都城駅　　　末吉　　　大隅 約1.5時間

宮崎市内から 所要時間

宮崎市（宮崎空港）　　 曽於市 約2時間

宮崎IC（宮崎空港）　　 都城IC　　    曽於市 約1.5時間

宮崎駅　　　西都城駅　　　末吉　　　大隅 約2時間

宮崎駅　　　西都城駅　　　財部駅 約1.5時間

博多（福岡）から 所要時間

博多　　　太宰府IC　　　末吉財部IC　　　曽於市 約4時間

博多駅　　　  鹿児島中央駅

　①　　　財部駅

　②　　　西都城駅　　　末吉　　　大隅

約2.5時間
約３時間

天神バスセンター　　　都城北入口　　　西都城駅
　①　　　財部駅
　②　　　末吉　　　大隅

約4.5時間
約５時間

※所要時間は、平常期におけるおよその時間の合計です。途中での乗り継ぎ等の時間は含んでおりません。
※このアクセスでは、主なルートのみを掲載しており、全てのルートを掲載しているわけではありません。
※交通機関の路線及び所要時間が変わる場合もあります。
※このデータは、平成26年１月現在のものです。

車 新幹線 高速バス バス

交通機関の路線及び所要時間

大阪（新大阪・大阪南港）から 所要時間

新大阪駅　　　　鹿児島中央駅 約４時間

大阪南港　　　　志布志港 約14時間

電車 さんふらわあ
フェリー
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曽於市子育て支援センター

憩いの森ジョギング大会

1
2

3
SooGoodFM

魅
力
あ
ふ
れ
る
曽
於
市
の

実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

そ
お！訪

れ
た
人
も
、
住
ん
で
る
人
も

　

曽
於
市
で
は
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第
２
次
曽
於
市
総
合
振
興
計
画
」
を
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針
に
ま
ち
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く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
総
合
振
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計
画
で
は
、『
豊
か
な
自
然
の
中
で
み
ん
な
が
創
る

笑
顔
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く
元
気
な
ま
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を
将
来
像
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、

市
民
全
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一
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と
な
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題
を
解
決
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ま
ち

◦
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
議
会

◦
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
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ピ
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ド
感
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る
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政
運
営
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心
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市
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政
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国
民
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体
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備

◦
子
も
親
も
安
心
し
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過
ご
せ
る
環
境
の
整
備

◦
自
立
、
安
定
、
安
心
に
向
け
共
に
歩
む
生
活
保
護

◦
災
害
時
の
要
援
護
者
の
迅
速
な
救
助

◦
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◦
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◦
介
護
保
険
特
別
会
計

健康づくり駅伝大会

健
康
的
、清
潔
で
快
適
な

市
民
生
活
を
送
れ
る
ま
ち

◦
市
民
の
健
康
づ
く
り
支
援

◦
病
気
の
予
防
に
よ
る
市
民
の
健
康
増
進

◦
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
推
進

◦
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
診
療
所

◦
高
齢
者
の
介
護
予
防
支
援

◦
ご
み
の
な
い
清
潔
な
生
活
環
境
の
維
持

◦
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
排
水
等
の
適
正
処
理

◦
安
心
し
て
飲
め
る
水
の
供
給

市役所本庁

財部保健福祉センター
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工業団地

吉井淳二記念展

10 周年記念式典

456789
大隅曽於地区消防組合（消防本部・曽於消防署）末吉救急分駐所

雇
用
が
安
定
し
若
者
が
集
う
ま
ち

◦
笑
顔
で
働
け
る
雇
用
環
境
の
整
備

大
地
の
恵
み
を
活
か
し
た
ま
ち

◦
品
質
の
高
い
農
作
物
生
産
、
供
給

◦
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生
産

◦
森
林
の
機
能
の
維
持
管
理
と
積
極
的
な
活
用

人
が
行
き
交
い
、元
気
な
ま
ち

◦
商
工
業
の
活
性
化
に
向
け
た
環
境
整
備

◦
そ
お
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
・
発
信
に
よ
る
地
域
活
性
化

◦
企
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

◦
人
で
に
ぎ
わ
う
観
光
拠
点
づ
く
り

曽於市森林組合本所

弥五郎どん祭り

市民祭

市
民
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
た
ま
ち

◦
市
民
の
財
産
の
維
持
管
理
、
さ
ら
な
る
利
便
化

◦
災
害
に
強
く
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
河
川
整
備

◦
美
し
く
機
能
的
な
街
並
み
の
維
持

◦
市
民
が
安
全
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
宅
の
整
備
・
維
持
管
理

防
災
、減
災
に
よ
り

市
民
生
活
を
守
る
ま
ち

◦
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
災
害
対
策

市
民
全
員
が
生
涯
学
び
、

互
い
を
高
め
合
う
ま
ち

◦
充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備

◦
子
ど
も
の
身
体
づ
く
り
に
資
す
る
給
食
提
供

◦
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学
び
、
未
来
へ
と
羽
ば
た
く
環
境
の
整
備

◦
地
域
の
つ
な
が
り
、
生
涯
学
習
の
活
性
化

◦
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
市
民
の
健
康
づ
く
り
支
援

どろんこ祭り
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市
の
歌

一　

高
千
穂
峰
の　

恵
み
う
け

　
　

聞
こ
え
る
命　

芽
吹
く
音

　
　

大
隅
の
地
の　

ふ
る
さ
と
に

　
　

つ
な
い
だ
手
か
ら　

つ
く
ら
れ
る

　
　

輝
く
わ
れ
ら　

あ
あ
曽
於
市

二　

弥
五
郎
ど
ん
の　

歩
む
ま
ち

　
　

新
緑
深
く　

空
青
く

　
　

畜
産
の
道　

い
っ
し
ん
に

　
　

未
来
た
く
し
て　

す
す
み
ゆ
く

　
　

育
む
わ
れ
ら　

あ
あ
曽
於
市

三　

人
の
ぬ
く
も
り　

優
し
さ
に

　
　

新
た
な
歴
史　

刻
む
ま
ち

　
　

老
い
も
若
き
も　

助
け
合
い

　
　

い
く
末
ま
で
も　

健
や
か
に

　
　

伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら　

あ
あ
曽
於
市

曽
於
市
民
歌

作
詞
　
橋
本
　
絹
代

作
曲
　
鎌
田
　
範
政

草原や木々、空の雲々が

美しい彩りを見せる

幻想的なこの情景が、

疲れを癒してくれます。

　平成28年度の決算状況は、健全化判断比率における実質公債費比率（3か年平均）5.5%（平成27年度6.2%）、将
来負担比率及び実質赤字比率並びに連結実質赤字比率は「無し」と、いずれも財政は健全と判断されているが、経
常収支比率は88.8%（平成27年度87.8%）となっており、財政状況は依然として硬直化している状況である。なお、
平成24年度から28年度までの財政状況を示す財政指数等については、下記のとおりである。

市の財政状況

区分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
財政力指数（3か年平均） 0.27 0.28 0.28 0.28 0.29
標準財政規模 13,188,546 13,129,968 13,152,285 13,340,869 13,212,930
基準財政収入額 2,811,967 2,842,868 2,911,216 3,148,097 3,275,192
基準財政需要額 10,294,477 10,216,954 11,654,403 10,879,171 11,208,456
経常収支比率 88. 3 87.4 89.4 87.8 88.8
公債費比率 9.5 8.3 7.2 5.7 5.6
公債費負担比率 19.4 19.0 18.9 18.5 18.7

地方税
徴収率

現年課税分 98.5 98.7 98.6 98.8 98.9
滞納繰越分 18.0 20.5 21.2 21.7 19.8
合　　　計 92.8 93.8 94.3 94.8 95.4

地方債現在高 26,278,539 27,368,989 26,693,312 27,121,305 26,613,400
債務負担行為額 486,257 631,566 583,224 873,917 1,175,396
普通建設事業費 4,254,274 5,229,790 3,435,363 5,840,838 3,416,773
特定目的基金現在高 8,719,032 9,368,758 9,514,342 8,844,429 9,064,319

内訳
財政調整基金 3,152,751 3,186,174 3,011,357 3,020,705 3,140,206
減債基金 603,257 704,054 704,955 705,969 707,314
その他特定目的基金 4,963,024 5,478,530 5,798,030 5,117,755 5,216,799

財政
健全化
指標

実質赤字比率 ー ー ー ー ー
連結実質赤字比率 ー ー ー ー ー
実質公債費比率（3か年平均） 9.7 8.5 7. 4 6.2 5.5
将来負担比率 6. 9 1.7 ー ー ー

財政指数等（平成24年度～平成28年度） （単位：千円、％）

区分 平成
２年

平成
７年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

総人口 47,492 46,328 44,910 42,287 39,221 36,557

年少人口 8,895 7,874 6,534 5,229 4,468 4,063

(14歳以下) 18.7% 17.0% 14.5% 12.4% 11.4% 11.1%

生産年齢人口 29,465 27,370 25,512 23,144 21,145 18,779

(15～64歳) 62.0% 59.1% 56.8% 54.7% 53.9% 51.4%

老年人口 9,132 11,084 12,863 13,914 13,587 13,706

(65歳以上) 19.2% 23.9% 28.6% 32.9% 34.6% 37.5%

総人口 （単位：人）出典：国勢調査 産業別就業人口 （単位：人）出典：国勢調査

区分 平成
２年

平成
７年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

就業人口 24,719 24,025 22,243 20,987 18,767 17,270
第１次産業 9,295 7,889 6,217 5,986 4,799 3,696

就業人口比率 37.6% 32.8% 28.0% 28.5% 25.6% 21.4%
第２次産業 6,208 6,257 5,686 4,781 4,042 3,825

就業人口比率 25.1% 26.0% 25.6% 22.8% 21.5% 22.1%
第３次産業 9,210 9,874 10,337 10,209 9,773 9,643

就業人口比率 37.3% 41.1% 46.5% 48.6% 52.1% 55.8%
分類不能 6 5 3 11 153 106

就業人口比率 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.8% 0.6%
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老年人口
生産年齢人口
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15000

20000

25000
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第３次産業
第２次産業
第１次産業

【参考】財政力指数（基準財政収入額／基準財政需要額）の過去３年平均数値で１に近い団体ほど留保財源が大きいこととなる。／経常収支比率 財政構造の弾力性を示す指数
であり、経常経費に経常一般財源収入がどの程度充当されたかをみるもので、70％〜 80％が通常である。／公債費比率 公債費の元利償還金に充てられる一般財源の額が標準
財政規模に対してどの程度の割合を占めているかを示すもので、15％を超えると黄色信号、20％を超えると赤信号と言われている。／実質赤字比率 臨時財政対策債発行可能額
を含めた標準財政規模に対する、歳入歳出差引額から翌年度繰越財源を差し引いた実質収支額の割合のことであり、黒字の場合は「−」となる。／連結実質赤字比率 全会計（一
般会計、各特別会計、水道会計）の赤字額から黒字額を引いた連結実質赤字額を、臨時財政対策債発行可能額を含めた標準財政規模で割った比率であり、黒字の場合は「−」
となる。／実質公債費比率 一般会計が負担する元利償還金と準元利償還金の臨時財政対策債発行可能額を含めた標準財政規模に対する比率であり、25％以上は財政健全化計画
を、35％以上は財政再生計画を策定することとなる。／将来負担比率 一般会計が負担する可能性のある負債総額から、基金、地方債償還に充てる使用料等の特定財源、交付税
に算入される公債費の見込額を差し引いた額の臨時財政対策債発行可能額を含めた標準財政規模に対する比率であり、350％以上で財政健全化計画を策定することとなる。

人口の動向 産業構造
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市民の声を
大切にしながら
元気で活力ある
曽於市を目指します。

施設紹介
市役所等 住所 電話
曽於市役所本庁 末吉町二之方1980 0986-76-1111

曽於市財部支所 財部町南俣11275 0986-72-1111

曽於市大隅支所 大隅町岩川5629 099-482-1211

文化施設
末吉総合センター 末吉町諏訪方8127 0986-76-7100

大隅文化会館 大隅町中之内9146 099-482-1216

財部きらめきセンター 財部町南俣460-1 0986-72-1111

大隅郷土館 大隅町中之内9146 099-482-2410

曽於市埋蔵文化財センター 大隅町月野1946-1 099-471-2977

財部郷土館 財部町南俣460-1 0986-72-1111

図書館
曽於市立図書館（本館） 末吉町二之方2019 0986-28-8051

運動施設
末吉栄楽公園（総合体育館） 末吉町諏訪方8478-1 0986-76-1110

末吉新地公園プール 末吉町二之方2340 0986-76-4340

大隅総合運動公園（体育館） 大隅町中之内8481 099-482-3743

財部城山総合運動公園 財部町北俣10553-2 0986-72-0611

入浴・宿泊施設
メセナ住吉交流センター 末吉町二之方2971-1 0986-76-7898

健康ふれあい館 大隅町岩川5718-1 099-482-0080

財部温泉健康センター 財部町下財部357-1 0986-72-3553

観光施設 住所 電話
花房峡憩いの森 末吉町南之郷11391-1 0986-78-1100

大川原峡キャンプ場 財部町下財部6472 0986-74-2555

道の駅
道の駅すえよし（四季祭市場） 末吉町深川11051-1 0986-79-1900

道の駅おおすみ弥五郎伝説の里 大隅町岩川5718-1 099-482-5666

道の駅たからべ（きらら館） 財部町南俣17-1 0986-28-5666

保健福祉施設
曽於市社会福祉協議会本所（財部） 財部町南俣504-1 0986-72-0460

曽於市社会福祉協議会大隅支所 大隅町岩川5718-1 099-482-3013

曽於市社会福祉協議会末吉支所 末吉町二之方2342-2 0986-76-2224

曽於市子育て支援センター 末吉町二之方2342-2 0986-76-6565

そお生きいき健康センター 末吉町二之方2342-2 0986-76-5353

曽於市養護老人ホーム清寿園 末吉町二之方3990-3 0986-76-0258

その他の施設
曽於警察署 大隅町中之内8951 099-482-0110

末吉交番 末吉町本町2-13-1 0986-76-1162

財部交番 財部町南俣159-3 0986-72-2510

大隅曽於地区消防組合 大隅町岩川5950 099-482-0119

財部消防分署 財部町南俣529-1 0986-72-0119

曽於市クリーンセンター 末吉町二之方5417-10 0986-76-6766

曽於市有機センター 末吉町南之郷5641-8 0986-28-8440

末吉花と緑の供給センター 末吉町南之郷5641-8 0986-76-7347

消費生活センター（市役所商工観光課内） 末吉町二之方1980 0986-76-8823

沿　革
　本市は、1889年（明治22年）４月の市制町村制の施行で、末吉村、岩川村、恒吉村、財部村に改称し、1892年（明
治25年）志布志村から大字月野が月野村として分立、1922年（大正11年）10月に末吉村が末吉町に、1924年（大正
13年）４月に岩川村が岩川町に、1926年（大正15年）４月に財部村が財部町にそれぞれ町制を施行しました。
　1955年（昭和30年）１月には、町村合併促進法に基づき、岩川町、恒吉村及び月野村の３町村が合併して大隅町が発
足、さらに同年４月に野方村の一部（荒谷地区）が編入されました。
　その後、2003年（平成15年）１月に市町村の合併の特例に関する法律に基づき、末吉町・大隅町の２町による任意合
併協議会が発足、同年３月には財部町も加わり協議が進められ、同年４月に曽於北部合併協議会が設置、各種協議・申請
を経た後、2005年（平成17年）７月１日に「曽於市」が誕生しました。

発
刊
に
あ
た
り

　

曽
於
市
は
、
自
然
豊
か
な
大
地
に
、
畜
産
を

中
心
と
す
る
農
業
の
ま
ち
で
す
。

　

現
在
、
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
若
者
が
曽
於
市
に
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
、
農
業
や
商
工
業
に
従
事
す
る

方
々
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
へ
の

子
育
て
支
援
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
も
、
農
業
公
社
を
設
立
し
曽

於
市
の
広
大
な
土
地
と
自
然
を
生
か
し
、
支
援

基
盤
を
作
り
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
地
づ
く
り
で
は
、大
川
原
峡
キ
ャ

ン
プ
場
整
備
と
Ｊ
Ｒ
を
利
活
用
し
財
部
駅
前
の

屋
台
村
構
想
で
地
域
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
曽
於
市

の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
素
晴
ら
し
い

制
度
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

曽
於
市
は
素
晴
ら
し
い
人
材
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。

　

市
民
と
一
緒
に
元
気
で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

曽於市長 五位塚 剛
市の花「つつじ」
平成18年７月２日制定

　市内の各家庭の庭先や公園、道路
の植栽として随所に見られます。ま
た、種類が豊富で長期間にわたって
いろいろな花を楽しむことができ、
市民から広く親しまれていることか
ら「つつじ」を曽於市の花として制
定しました。

市　章
平成17年10月5日制定

　緑豊かなまち、咲き誇る美しい花々、
豊富な実り、曽於市の風景をそのまま
に「そ」をモチーフに花の形でデザイン
し、曽於市民が地域の中で協働・共生
し融和を育むとともに「豊かな自然の
中で生命の鼓動を感じるまち」として
発展していく姿をあらわしています。

市の木「さくら」
平成18年7月2日制定

　市内には、弥五郎伝説の里、千本
桜の森、山桜並木など桜の名所がた
くさんあるほか、公園や川べりなど
随所に見られます。また、春には美
しい花を咲かせ、市民にも馴染み深
く、日本古来の木でもある「さくら」
を曽於市の木として制定しました。
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